
（様式１） 

さが福祉サービス評価結果表 

① さが福祉サービス評価機関名 

福祉サービス評価センターさが 

 

②施設・事業所情報 

名称：認定こども園 嬉野幼稚園 種別： 幼保連携型 

代表者氏名：園長 長島 秀樹 定員（利用人数）： １１４名 

所在地：佐賀県嬉野市嬉野町大字下野甲１１５－１９ 

TEL： ０９５４－４３－１０１９ ホームページ：http://www.youji.ed.jp 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 平成３０年４月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：学校法人 小川学園 

 職員数 常勤職員：     １７名 非常勤職員    ６ 名 

 専門職員 園長       １名  
主幹教諭     ２名  
調理士      ２名  

 施設・設備

の概要 

（居室数）８室  

（設備等）・仮設プールが設置できる設備がある ・広い園庭 

・ランチルーム(１階) ・広いホール(２階) 

 

③理念・基本方針 

・経営理念→職員を輝かし、子どもを輝かせる 

・教育目標→①自立した子どもを育てる 

      ②失敗に負けない子どもを育てる 

・教育方針→ほめて育成 きびしく指導 

①自ら挨拶できる子どもを育てる 

②けじめとメリハリをきちんとできる子どもを育てる 

③子どものやる気を引き出して育てる 

④善悪の区別を身につける子どもを育てる。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・教育の内容に特徴があります。認定こども園嬉野幼稚園では、三つの力を身につけ

る。   

①心の力→失敗に負けない子どもになって強い心を身につけること。 

（挨拶・履物をそろえる） 

②学ぶ力→理解力・思考力・洞察力を身につけること。 

     （読み・書き・計算を通して基礎学力を身に付ける） 

③体の力→6 歳までの時期に運動神経に刺激を与え、少し複雑で難しい動きや自分の

体をコントロールできるようにすること。 

http://www.youji.ed.jp


⑤さが福祉サービス評価の受審状況 

 評価実施期間 令和 4 年 7 月 29 日（契約日） ～ 

令和 4 年 12 月 26 日（評価結果確定日） 

 受審回数 

（前回の受審時期） 
3 回（令和 3 年度） 

 

⑥総評  

◇特に評価の高い点 

◎職員数が充足しており、新しい保育・教育のやり方をチャレンジしている。これ

まで出来なかった実務改善に取り組む等、全職員の意気込みを感じられる。 

 

◎保育士職員のチームワークが良く、互いにフォローアップしながら、お互いの業

務の質向上に全力を注いでいる。更に、法人内独自の到達度判定を用い組織的評

価を受けている。 

 

◎第三者評価を毎年受審し、園自体の経営課題や経営環境を把握して次年度の経営

運営の調整を図られている。 

 

◎園長による意欲的なリーダーシップで、園経営のかじ取り、各会議への出席、情

報収集、職員教育、各関係機関との連携など多岐にわたり業務に専念している。

守秘情報全般はパソコンシステム内で完全管理している。 

 

◎三つの力を身に付けるという目標を掲げて、アセスメント手法を取り入れ、保

育・教育のＰＤＣＡサイクルを用いて、保育実務が行われ、目標実現に向けた取

り組みがなされている。保護者等との連絡はメールシステムで、０才児は連絡ノ

ート併用して、速やかに正確に情報を取り合っている。 

 

◇改善を求められる点 

◎理念や基本方針を保護者等に、より理解を深めてもらうように工夫し、事業計画

の概要なども周知してもらう取り組みに期待したい。 

 

◎事業計画作成においては職員の参画はなく、職員に関心の高いものだけ報告を行

っているので、今後、事業計画作成にあたり職員の参画や意見を反映させるよう

な取り組みに期待したい。 

 

◎実習指導については、学校側の指導計画と併用して、園独自の実習指導要項、マ

ニュアルを作り、嬉野幼稚園の保育・教育を周知できるような取り組みに期待し

たい。 

 

◎地域住民の方との接する機会を積極的に設けて、地域の福祉向上のための取り組

みに期待したい。 

 



⑦さが福祉サービス評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今年度もありがとうございました。園長に就任して 1 年目、この第三者評価を受け

ることで、自園の強み、弱み、改善（修正）点、そして不足している部分が明確にな

りました。特に、地域への貢献、周知が足りていないこと、各種マニュアルの見直し

が課題であると感じました。優先順位を決めて取り組んでまいります。 

 

⑧さが福祉サービス評価結果 

  別紙の「さが福祉サービス評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙１） 

さが福祉サービス評価結果 

※すべての評価細目（45項目）について、判断基準（a・b・cの 3 段階）に基づいた評価結

果を表示する。 

※評価細目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記述する。 

 評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-（１） 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-1-（１）-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られ

ている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

理念、基本方針について職員への周知はできており、保護者へは入園時に説明している

ものの、より周知がはかられるように、参観日やサマーキャンプ等保護者が来園する機

会等にも説明するような取り組みに期待したい。 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-（１） 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-（１）-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・

分析されている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

独自の分析は毎月行っている。コスト分析、利用者の推移などは、毎月法人に報告してい

る。ホームページ等活用し、地域の福祉計画の策定動向を見ながら、経営に生かしてい

る。また、社会福祉事業全体の動向にも注視し、あらゆる機関と連携を深めて保育ニーズ

をベースに、経営環境や課題を把握し、経営に生かそうと努力している。 

3 Ⅰ-２-（１）-② 経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めてい

る。 
○a ・b・c 

<コメント>  

経営状況や課題等は毎月法人役員に報告しており、様々な問題や課題については、法人役

員はじめ、職員含めて周知され、課題解決・改善に向けての具体的な取り組みが行われて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されて

いる。 
○a ・b・c 

＜コメント＞ 

３月末に全職員に理念や基本方針の実現に向けた取り組みが行われるよう、ビジョンを示

している。経営及び保育内容を見直しと評価をし、中・長期的な有効な計画を立て、実践

がなされている。 

 第三者評価結果 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい

る。 
○a ・b・c 

<コメント>  

中・長期計画を踏まえた上で、単年度の計画を園独自で作成しており、職員等が閲覧でき

るようにしている。 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組

織的に行われ、職員が理解している。 
a・○b ・c 

<コメント> 

事業計画作成については、職員は直接参画しておらず、職員の関心の高い部分のみを報告

している。今後、職員が事業計画作成に参画できるような体制づくりに期待したい。 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。 
a・b・○c  

<コメント> 

事業計画は、保護者等に説明されていない。園長自身も今後は保護者に説明する機会を設

けていきたいと話しており、今後の取り組みに期待したい。 

 

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能

している。 
○a ・b・c 

<コメント> 

評価制度を採用している。職員の自己評価も行っていて、その後の評価、分析を面談の中

で行っている。 年 2 回、到達度判定審査が行われている。 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を

明確にし、計画的な改善策を実施している。 
a・○b ・c 

<コメント> 

 評価面談の際に、職員には評価表を渡しているが、具体的な改善点等については伝えて

いないので、各職員が振り返り、改善案、具体的対策を立案できるような取り組みに期待

したい。 



評価対象Ⅱ 組織の運営管理 

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 管理者の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理

解を図っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

有事の際の連絡網の明記、表示等を行っており、園長不在時権限委任等も文書化して明確

に示している。 

11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行

っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

園長は、法令遵守に関する研修や勉強会にも積極的に参加しており、その内容を職員に回

覧で伝える等、周知に力を入れている。 

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発

揮している。 
○a ・b・c 

<コメント>  

園長は、市の保育園、こども園、学校等の会議に積極的に参加し情報交換をしている。職

員の質の向上にも意欲的で、自らも自己研鑽に励まれている。 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を

発揮している。 
○a ・b・c 

<コメント> 

月１回法人会議で、法人全体の経営課題や経営状況を把握するよう努めており、その把握

した情報を元に、法人グループの一つである嬉野こども園での業務の向上、改善の必要性

等考慮し、園長として指導力を発揮している。 

 

 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画

が確立し、取組が実施されている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

必要な福祉人材の確保・定着がすすみ、効果的な保育の提供を目指すことができている。

また、新人が加わり活気がある体制で人材育成に励んでおり、各短大養成校等とも適切な

関係性を保っている。 



  第三者評価結果 

15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

評価制度に加え、人事について職員へのアンケートを実施しており、そのアンケートの内

容に関して検討、回答をしている。職員がそれぞれのスキルアップを図ることができる取

組を行っている。 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づく

りに取組んでいる。 
○a ・b・c 

<コメント>  

勤務状況についてはデータ化されており、計画、実施状況を集計されている。 

園長、主任を中心に職員同士がコミュニケーションを取りやすい環境づくりに力をいれて

いる。 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

職員への目標等は示しているが、園として具体的な目標水準について示されていないの

で、今後の取り組みに期待したい。 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ

れ、教育・研修が実施されている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

園が目指す保育を実施するために、基本方針や計画の中に「期待する職員像」等明示して

いるが、基本方針や計画の中に、園が職員に必要とされる専門技術や専門資格を具体的に

明示していないので、今後、基本方針や計画の中に、より具体的に明示されることを期待

したい。 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されてい

る。 
○a ・b・c 

<コメント> 

専門資格等を一覧にして職員が確認できる場所に掲示している。 

昨年より、職員を増やしているので、研修機会を増やすことが出来ている。  

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について

体制を整備し、積極的な取組をしている。 
a・b・○c  

<コメント> 

実習生が持参する学校の資料に基づき、実習に対応しており、受入マニュアル作成につい

て園独自では行っていないので、今後のマニュアル整備に期待したい。 

 

 



Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われて

いる。 
a・○b ・c 

<コメント>  

理念、基本方針や保育内容、財務、第三者評価結果等についてはホームページ上で開示し

ており、苦情、相談の体制や内容に基づき改善、対応状況も公開されている。 

一方、地域に向けて、理念や基本方針、事業所活動を記した印刷物等は配布しておらず、

今後は地域への情報発信に関する取り組みに期待したい。 

   

 第三者評価結果 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組

が行われている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

法人内での監査や監査法人による監査等を毎年受け、指摘された部分は職員にも周知し、

課題に対して、改善に努めている。園として、今後も改善の都度、継続的にレベルアップ

した経営・運営を図りたいとの意向を強くもっている。 

 

 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域との交流を広げるための取組を行って

いる。 
a・○b ・c 

<コメント>  

未就学児を招待し、親子教室を開いたり、出張で公民館イベントに参加している。園見学

も受け入れている等、園や子どもの理解を得るために地域住民と子どもとの交流の機会を

設けているものの、活用できる社会資源や地域の情報を収集、情報提供等は行っていない

ので、今後の取り組みに期待したい。 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確に

し体制を確立している。 
a・b・○c  

<コメント> 

園長は、小・中学校との連絡協議会へは積極的に参加しており、中学生の職場体験の受入

れ等を行っているが、コロナ禍でもあり、積極的には実施していない。ボランティア受入

れや地域の学校教育等への協力に関する基本姿勢について文書化等はされていない。今

後、ボランティア等の受入れに対する積極的な取り組みに期待したい。 



Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等

との連携が適切に行われている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

法人内での職員間の交流、研修等は積極的に行っており、嬉野市が行っている地域学校運

営協議会等には参加しているものの、法人外との関わりは薄く、さらに福祉事務所・児童

相談所等について、個々の子ども・保護者に対応できる社会資源を示したリスト等は作成

しておらず、今後の積極的社会資源の活用をこども園の経営・運営に生かされるよう期待

したい。 

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われ

ている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

地域における未就学児に対して教室・イベント等を実施したり、相談窓口も開いているも

のの、地域の福祉ニーズや生活課題の把握まで努めるような事は行っておらず、今後は、

地域の社会資源等の活用を通じた地域ニーズの具体的な把握等の取り組みに期待したい。 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が

行われている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

依頼があれば対応をしているが、地域に対しては、園側からの積極的な働き方は出来てお

らず、園としても検討課題としているので、今後、園としてのノウハウを地域へ還元でき

るような積極的な取り組みに期待したい。 

 

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した保育ついて共通の理解をもつため

の取組を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

園の理念、基本方針に従い、子どもの人権を尊重した保育を行うよう研修等を実施し、実

践されているが、倫理綱領等の規定は策定していない。今後は、倫理綱領規定書等を策定

し、職員が理解、実践できるような取り組みに期待したい。 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われ

ている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

コンプライアンス（個人情報を含む）研修を、定期的に実施しており、また保護者等に対

してはプライバシー保護に関する書類を配布する等している。さらに子どもが利用するト

イレ、シャワールームについては外部から見えないよう配慮された構造になっている。加

えてプライバシー保護に関するマニュアル整備についても行っている。 



Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極

的に提供している。 
a・○b ・c 

<コメント> 

園に関する情報については、資料の提供は行っていないが、ホームページ・インスタ等で

公開をしている。さらにホームページ等で積極的な園見学を推奨し、希望者には丁寧に説

明をしている。 

一方、園の資料等については、公共施設等の多くの人が入手できる場所には置くようには

しておらず、今後はより幅広く情報提供を行うような取り組みに期待したい。 

31 Ⅲ-１-(２)-② 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説

明している。 
a・○b ・c 

<コメント> 

保育の開始及び保育内容の変更時の説明については、重要事項説明書に基づき、丁寧に説

明を行うことを心掛けており、保護者等が正しく理解した上で自己決定できるように取り

組んでいる。 

一方、保育内容の変更時には保護者の同意は得るようにしているものの、同意書まではと

っていないので、今後は同意書等書面を残すような取り組みが望まれる。 

32 Ⅲ-１-(２)-③ 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対

応を行っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

転園時や卒園時における引継ぎ書類については、園で使用している指導要綱録を渡してい 

る。また、卒園後も保護者に対して相談できる体制をとっており、卒園児にその内容を記 

した文書を保護者へ渡している。 

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組

を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

利用者満足等の把握については、年に 2回保護者面談やアンケート等で行っており、課題

等があれば改善に向けて取り組むようにしている。 

一方、こうした調査結果を組織的に分析・検討するような部署はなく、今後は園として検

討会議の設置等の取り組みが望まれる。 

Ⅲ-１―(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい

る。 
○a ・b・c 

<コメント> 

日々の保護者等からの意見については、送迎などの際のやり取りの中で解決できることは

行っている。園としては独自の苦情解決の仕組みを作っており、その内容を全職員が共通

に認識しできる体制がとられている。 



35 Ⅲ-１-(４)-② 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護

者等に周知している。 
a・○b ・c 

<コメント>  

保護者に対しては、相談しやすい、意見を述べやすいスペースの確保等、環境づくりには

力を入れられているものの、専門的な相談、あるいは直接相談しにくい内容等、複数の相

談方法や相手を用意している事の明示については、文書等がなく今後の取り組みに期待し

たい。 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に

対応している。 
○a ・b・c 

<コメント> 

保護者からの相談、要望については、職員会議で検討した上で、ホームページや連絡メー

ルで返答し保育計画等の変更を行っている。相談や要望を受けた際の対応マニュアル文書

等確認出来、対応マニュアルについては定期的な見直しも行っている。 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスク

マネジメント体制が構築されている。 
a・○b ・c 

<コメント> 

園内の体育用具や遊具等について、各担当を割り振り定期的に安全チェックを行い、外

庭、建物なども危険個所も把握して、危険なところがあればその都度対処しているもの

の、園としてリスクマネジメントに関する委員会等は設けていない。今後は園内でリスク

マネジメント委員会を設置する等ガイドラインの体制整備を期待したい。 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保の

ための体制を整備し、取組を行っている。 
○a ・b・c 

<コメント>  

園内で流行中の疾病がある場合は、保護者にメールで注意喚起の情報提供等を行ってお

り、法人内のグループ園においても感染について情報交換が行われ、職員にも周知するよ

うな体制をとっている。園には看護師は在籍していないため、嘱託医等医療機関に助言を

もらっている。 

39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組

織的に行っている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

定期的に火災、防犯の避難訓練を行っており、保護者にも園だより等で周知している。さ

らに災害時の対応マニュアルも作成しているが、地元の行政や地域住民との連携について

は、あまり力をいれていないので、今後は様々な災害に対して地域住民等を巻き込んだ積

極的な取り組みに期待したい。 

 

 

 

 

 



Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 保育について標準的な実施方法が文書化され福祉サ

ービスが提供されている。 
○a ・b・c 

<コメント>  

園独自のカリキュラムに従って、理念や基本方針に基づきながら子どもの一人ひとりの発

達状況に応じて園児が達成できるように各担当職員が目標を立てて実施している。主任が

指導計画書に基づき確認、指導し、園長に報告される仕組みをとっている。 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確

立している。 
○a ・b・c 

<コメント> 

子ども一人ひとりに合わせた保育計画を作成し、実施している。また保護者からの意見、

要望に対しては職員会議で変更、見直しを行う等の取り組みがなされている。保育の標準

的な実施方法の検証、見直しについても、その都度会議を実施されており、園として必要

な見直しを行うための仕組みが整備されている。 

 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成して

いる。 
○a ・b・c 

<コメント> 

園としてのアセスメント制度を導入しており、振り返りや評価に関して定期的に行ってい

る。また、支援にあたっての関連機関との連絡について円滑にとれるような体制づくりを

とっている。 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。 
a・○b ・c 

<コメント>  

指導計画については、見直しによって変更した内容を関係職員に周知するようにし、さら

には次の計画に活用できるようにしているものの、見直し時期については定期的というよ

りはその都度行っている状態であるので、今後は評価・見直しを行う時期の設定等への取

り組みに期待したい。 

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行わ

れ、職員間で共有化さている。 
○a ・b・c 

<コメント> 

子どもの発達、生活状況等の記録については、園として共通した書式データにパソコンで

管理され、職員間で共有できるようにしている。また、情報共有を目的とした会議の定期

的な開催等も行うようにしている。 



45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 
○a ・b・c 

<コメント> 

コンプライアンス研修（個人情報含む）を毎年行い、保護者等に対しても周知されてい

る。園として個人情報保護規定や職員の就業規則を定めており、管理徹底に力を入れてい

る。 

 


